








本研 究 の 目的 は,福 島県南相馬 市原 町 区を事例 に,農 村 ・地域社会
にお け る家 族 の ライ フ コー ス か ら見 る共 同生活 と世 代 間継 承 のあ り
方 に着 目して,原 発被 災地域 にお ける社 会的被害 と復興過程 を明 らか
にす ることであ る.こ れ までの原発被 災地研 究 にお ける避難 論や復 興
論 では,早 期帰 還/転 出を こえた 「第 三の道」論 を発展 させ,避 難先
と被 災地域 の両方 を枠組 み に入れ た,「通 い復興=第 四の道 」論 が提示
され て きた.本 研 究は これ らの議論 に立脚 し,さ らに災害 の社会学 的
研究 で提示 された 「脆弱性 」や 「復元=回 復力 」概 念 に着 目す るこ と
で,原 発被災 地域 の復興過 程 を論 じる とい う分析 の視 点を定 めた.
第1章 では,こ れ まで に行 われ てきた原発被 災地研究 の動 向 を踏 ま
え,本 研 究の位 置付 けを行 い,第2章 では,原 発被 災 した農 村 ・地域
社会 にお ける住 民の生活 実態 を捉 え る うえで必要 な論 点を,学 説史 を
踏 まえて検討 を行 った.
第3章 では,南 相馬市原 町 区(旧 原 町市)の 歴 史的 ・政策 的背景 を
踏 まえつつ,東 日本大震災 ・原 発事故 の影 響 を受 けた 自治体 レベル の
地域社 会が いかな る変容 の過程 にあ るか を明 らか に した.こ れ によっ
て,第4章 か ら第7章 まで の議 論の前提 と しての社 会 的背景 を押 さえ
た.そ こか ら,南 相馬市原 町 区で行 われて きた 「早期帰還 」のプ ロセ
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スや,復 興過程 で生 じてい る地域社 会の変化 を明 らかに した.
第4章 では,農 村部 ・純農 村地域 を事例 として,原 発事故 に よる社
会 的被 害の様相 と被害 か らの再生 ・復興 の過 程 を明 らか に した.ま ず,
復興 政策上 で 「旧警戒 区域 」 に指定 された こ と,そ して放射 性物質 に
よる生活 ・生産環 境の汚染,こ の2つ に起因す る様 々 な問題 を被害 と
して捉 えて きた.ま た,村 落が原発被 害 を緩衝す る側面や家 ・家族 に
お いて共 同生活 を維持 しよ うとす る側 面 を被 害 か らの 回復 力 と捉 え,
最後 に純農村 地域 におけ る復興過 程につ いて論 じた.
第5章 の農村 部 ・混住化 地域 の事例 で はまず,放 射能汚染 と若年 世
代 の流出 に起 因す る諸 問題 を被害 として捉 え,混 住 化地域 と して抱 え
てい る脆弱性 につい て考 察 した.ま た4章 と同様 の視 点で,村 落や家
族 が もつ被害 か らの 回復 力 につ いて論 じ,最 後 に混住化地域 にお け る
復興過 程 につ いて論 じた.
第6章 の都 市部 ・市街地 町内 の事例 で はまず,物 流や 商業 サー ビス
の機 能不全 と若年 世代 の流 出に起 因す る諸 問題 を被害 と して捉 え,行
政機 関や 商業 サー ビスに依 存せ ざる を得 ない とい う脆 弱性 につ い て
考察 を行 ってきた.最 後 には他 出子や 親族 と関連 させ なが ら,家 族 の
ライ フ コー スが もつ被害 か らの回復力 につ いて論 じた.
第7章 で は,被 災 した若者 世代 にお ける,高 校 卒業後 の進 路選択 の
過程 と卒業後 の ライ フコース の移行過 程 か ら,若 者 た ちが もつ原発被
害 か らの復元 一回復力 を捉 えて きた.そ こで は若者 世代 が出生家族や
家族 が生活す る地域 との関係 にお いて,特 に共 同生活や世代 間継 承 の
あ り方 を主観 的に どのよ うに考 えてい るのか とい う点 に着 目した.
結論 と してまず,「原発被 災地域 にお ける社会 的被 害 とは何か」,そ
して 「原発 災害 を受 けた家族 と地域 が抱 えている,被 害 を拡 大 させ る
社会 的背景 としての脆弱性 とは何 か」,につ いてで あ るが,原 発 被災地
域 にお ける社 会的被害 は,① 原発事 故発生 直後,② 「緊急 時避難準備
区域 」解 除 な ど 「早期帰還 」政策 の実行期,③ 「避 難指示解 除準備 区
域」解 除な ど地域 にお けるすべ ての避難 区域 が解 除 され る段 階 とい っ
た形 で,災 害過程 の時期 ごとに異 な る形で表れ ていた.ま た特 に農村
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部 において は,放 射性物質 に よる生活 ・生産環境 の汚染 が,共 有地や
家産 と して の農 地,山 といった資源 の利 用 ・管理 の不可能 と結びつ い
てお り,用 排 水路 管理 作業 の継 続 困難や 家産 の維持 管理 の困難 につ な
がってい た.ま た こ うした社 会 的被害 の総体 が営農 を不 可能 に させ,
現 在 の担 い手や 後継 ぎの ライ フ コース に転 換 を迫 る な ど農 家 と して
の生 活再建 を困難 に させ ていた.こ の よ うに,原 発 事故 に よる社会 的
被害 とは,避 難指 示の 区域指 定 と放射 性物質 に よる環境汚 染か ら,地
域 にお ける共 同生活 や住 民 の生 活再 建 を様 々 な形 で 困難 に させ て き
た ことで あった.
そ して,被 害 を拡 大 させ る社 会的背 景 と しての脆 弱性 は次 の よ うに
捉 え られ る.まず地 域全体 として,原 町 区の中心市街地 が 「早期 帰還」
の区域 とはな らなか った場 合,行 政機 関や 商業 サー ビスが機 能 を停止
したま まに なって いた こ とが指摘 で きる.そ して農 村部 にお いて は,
農 業 の衰退 とこれ に 関連 して村 落 の社会 的 共 同生活 が衰 退 してい た
こ とが挙 げ られ る.一 方 で都 市部 において は,家 業 を経営 してい て も
それ が不安定 で継 承 の実 現が 困難 にな ってい るパ ター ンや,そ もそ も
家業 を もた ない家族 も多 く存在 していた.こ の場 合,地 域 の経済産 業
構造,雇 用の状況 な どに直接 規定 され て生活す る こ とにな るた め,災
害 に対 して は脆 弱性 を抱 えてい た.こ の よ うに,被 害 を拡 大 させ る社
会 的背景 と しての脆弱性 は,都 市部 と農村部,そ して家族 の共 同生活
のあ り方 によって異 なる形 で現れ ていた.
そ して次 に,「原発 災害過 程 において家族 や地域 は,い かな る被害 か
らの回復 へ と向か う復 元 一回復力 を持 って い るのか」,そ して これ を
踏 まえて 「原発 災害 を受 けた家族や 地域の再生 ・復 興 のプ ロセス とは
いかな るものか」 につ いて述べ る.
まず,原 発被災 地域 にお け る被害 か らの回復へ と向か う復 元=回 復
力 は,人 び との ライ フコー スや 地域 におけ る共 同生活 のなかに見 出す
こ とがで きた.本 研 究 では これ を,村 落 と家 ・家族,そ して若者世代
の側 面か ら明 らか に してきた.村 落 におい ては,村 落 の共 同組織 は被
災 した家族 の生活 を支 えてい こ うとす る役割,原 発 被害 を緩 衝す る役
割 を持 って いた.そ して村 落で の社会 的共 同生活 が衰退す る中で,地
域 の社 会 関係 をつ な ぎ とめ よ うとす る新 た な動 き を見 出す こ とが で
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きた.家 ・家族 において は,ま ず家族成員 個 々人 は ライ フ コース の中
で,家 族 の共 同生活 の維持 のため にそ れぞれ異 な る役割 を担 ってい た.
また,「家」を維 持 しよ うとす る行 為,つ ま り家産や 家業 が維 持 され,
世 代 間継 承 が 実現 され るこ とを志 向す るよ うな側 面 を明 らか に して
きた.つ ま り個 々人が家や 家族 とい う場にお いて,共 同生活 を維持 し
世代 間継承 を実現 しよ うとす る行 為か ら,原 発被 害か らの回復力 を見
出す こ とが できた.ま た家 ・家 族 と関連 して若者 世代 にも原 発被害 か
らの回復力 を見いだす こ とがで きた.そ こで は若者 の ライ フ コー スの
移行過 程,特 に進 路選択過程 におい て,(1)家族 との共 同生活 を維持 し
てい こ うとす る側 面や,(2)家業 ・家産 を維持 ・継承 してい こ うとす る
側面,(3)家の農 業や 「野馬 追祭 」 な ど地域 の生活 文化 を継承 して い こ
うとす る側面 が存在 していた.こ うした若者世 代 の 「生 き方 」 と して
のライ フコー スに,復 元=回 復力,そ して再生 ・復 興 のプ ロセス を見
出す ことが できた.
旧原 町市 ・南相 馬市 は,自 治体 の 「ま るご と避難 」 か ら逃 れた のち
に,結 果 的に行政機 関や商業 サー ビスの機 能 を回復 させ る ことが でき
た.そ して放射線 量は農村部や 山間部 に比べ低 い値 を示 していた こ と
等 か ら,都 市部や 市街 地町 内におい ては復 旧か ら復 興 の段 階へ と進 み
始 めていた.ま た 自治体 は復興政策 上 「前線拠 点」 に位置付 け られ た
こ とで,急 速 かつ 大規模 な復 興事業 が展開 され始 めて いた.し か し政
策 的 には早期帰 還 が可能 にな った一方 で,「帰 還 した くて もでき ない
人 々」を生ん で しま うとい うこ とが,被 害 の長期 化 ・深刻化 や,そ こ
か らの再生 ・復興 の困難,社 会 的分断 へ とつ ながって い く可能性 を内
包 していた.
そ して産業 間の不均等 な復興過 程に ある中で,農 家 の生活 再建 は困
難 な状況 に立 た され ていた.ま た,地 域 全体 の社 会的共 同生活,地 域
コ ミュニテ ィは震 災前 か ら衰退 の一途 を辿 っていた .こ うした大局 面
のなかで家族 におい ては,成 員 個々人 が他 出子や親 族 との関係 の なか
で共 同生活 を維持 す るこ とで,避 難 の継 続 ・待 避 と しての 「第 三の道」
や,「通 い復 興=第 四の道」を,ミ クロな行 為の レベル で実践 してい た.
(よこや ま ともき ・首都大学東京大学院博士後期課程)
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